
 

 - 133 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策を取り巻く状況 

＜現状＞ 

・本市の農業は、農家数及び農業従事者数について、いずれも減少傾向にあります。また市

内農業生産の中心である関谷・城廻地区の農業振興地域（農用地区域内）の遊休農地につ

いては、減少傾向にありましたが、平成 24 年度に微増しています。 

・地域農業の継続には「人と農地の問題解決」が必要であり、その方策として、国では「人・

農地プラン（地域農業マスタープラン）」の作成を推進しており、本市でも作成をめざし

ます。 

・農業経営の安定化や地産地消を推進するために農産物等のブランド化を進めています。平

成 23（2011）年３月に鎌倉ブランドマークの商標登録が完了し、さらなるブランド力向上

に向けた取組を行っています。また、ブランド化は、農産物だけでなく水産物への積極的

な展開が求められています。 

・本市の漁業は、定置網、しらす船びき網、わかめの養殖など沿岸漁業を中心に営まれてい

ますが、魚価の低迷や漁獲量の伸び悩みなど漁業経営の安定化を図る施策を講じる必要が

あります。 

・ 漁業経営の安定化を図り、漁業者及び漁業後継者にとって魅力ある産業にしていくために、

つくり育てる漁業（栽培漁業）の推進や国で推進する生産から加工、流通、販売を漁業者

自らが行う漁業の６次産業化への取組を検討しています。 

・鎌倉地域については、漁港建設について向けて検討するとともに、将来にわたり安全・安

心に漁業を継続していくため、就労環境改善のための漁業施設等の整備について検討して

いく必要があります。 

・腰越地域の漁業については、漁港の改修整備が完了し、漁業のさらなる推進を図る必要が

あります。 

 

＜課題＞ 

・農業経営及び漁業経営の安定化 

・農業及び漁業の担い手や後継者の育成、確保 

・遊休農地の解消 

・つくり育てる漁業（栽培漁業）による漁獲の拡大 

・漁業環境の改善 

（漁港施設等の水産基盤の整備、台風等による漁業への被害、漁業と触れ合う場づくり） 

・農水産物の地産地消による消費の拡大 

（１）産業振興 

① 農業・漁業の振興 
～農業・漁業経営の安定のため、後継者の育成、地域に即した都市農業・沿岸漁業
の振興をめざします～ 
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◆目標とすべきまちの姿 

農業では「人・農地プラン」により、新たな担い手や後継者が育成・確保され、将来にわた

り安定的に農業が営まれています。また、遊休農地の解消に努め、農産物の生産量及び市内で

の消費が高まっています。 

漁業では漁業施設の改善により、安全・安心な就労環境の改善が進み、新たな担い手や後継

者が育成・確保され、将来にわたり安定的に漁業が営まれています。また、つくり育てる漁業

の推進による漁獲の拡大や６次産業化への取組が進み、市内への新鮮な魚介類や水産加工品が

安定的に供給されています。 

農水産物のブランド力向上に向けた取組により、鎌倉ブランドの農水産物は、市民だけでな

く鎌倉を訪れる観光客にも普及が進んでいます。 

 

◆主な取組 

１．都市農業の振興 

農地と消費地が近接している都市農業として、地域に即した農業の振興を図ります。地域

の農業者や関係団体、市民、学識経験者等と農業振興の推進にかかる具体的な検討事項など

について協議を行います。 

 

２．人・農地プランの作成及び実行 

農業者などが、地域が抱える後継者問題や遊休化など農地の問題を解決するための話し合

いを行い、市ではその内容を反映した「人・農地プラン」の作成に取り組みます。作成後は、

プランにそった施策を実施するとともに、本市の農業事情にあわせた見直しを行っていきま

す。 

 

３．沿岸漁業の振興及び漁業経営の安定化 

沿岸漁業の振興と漁業経営の安定化を図るため、わかめ養殖や稚貝・稚魚放流などの栽培

漁業に対する支援を推進します。また、漁業の６次産業化を支援し、生産、加工、流通、販

売を一体化していく取組を推進します。 

 

４．水産業振興施策の検討 

市民の食卓に地場の新鮮で安全な魚介類が届く流通システムの構築など、今後の本市水産

業振興施策について検討を行います。 

 

５．漁業施設の整備 

鎌倉地域の漁業の継続のため、船揚場や漁具倉庫などの漁業施設の改善を図っていきます。

あわせて、鎌倉地域の漁港建設について向けて継続して引き続き検討を行います。 

腰越地域については漁港改修整備による効果として、さらなる漁業の経営安定化及び地域

の活性化が図れる施策に取り組みます。 

 

６．地産地消の推進 

市内で生産される野菜や水揚げされた魚介類の地産地消に向けた取組を推進していきま

す。 
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７．鎌倉ブランド事業の推進 

鎌倉ブランドマークの商標登録後のブランド力の向上及びＰＲ活動に取り組みます。 

農水産物の鎌倉ブランド認知度向上のため、さらなる啓発活動を行います。 

水産物のブランド化を推進し、付加価値を高め、漁業経営の安定化に取り組みます。 

 


